
ダニエル書4章 ネブカドネツァル王の証しと賛歌
Shikaoichurch.com

永遠の主権者



0.  イントロダクション
Ⅰ. 賛歌 4章1～3節
Ⅱ. 王の夢 4章4～27節
Ⅲ. 裁きと回心 4章24～30節
Ⅳ. まとめと適用
義と愛の神をほめたたえよう
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0. イントロダクション
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■著者 …ダニエル(神は我が裁き主)

■場所 …バビロン

■時代 …バビロン～ペルシャまで(約70年間)

■構成 …1～6章は歴史、7～12章は預言が中心

■言語 …1章 ヘブル語
…2～7章 アラム語(異邦人が対象)
…8～12章 ヘブル語(イスラエル対象)

ダニエル書について



■
エルサレム

ニネベ
■

バビロン
■

エジプト

新バビロニア
帝国

ペルセポリス
■

栄華を極めたネブカドネツァル王

ネブカドネツァル王は、エジプトまで支配
かつてない規模の世界帝国を築いた



■エジプトまで侵略。エルサレムも陥落。
新バビロニア帝国の最盛期を築いた。

■圧倒的なスケールの首都バビロン
人口 …20万～100万人とも
広さ …4km四方～25km四方
特徴 …8(12)の巨大な装飾された門

…幅数十ｍ、長さ1kmの凱旋通り
…幅数十ｍの城壁。周囲には堀。

※空中庭園は、世界七不思議の一つに数えられた。

栄華を極めたネブカドネツァル王



■捕囚民から、ダニエルと3人が選出。
バビロニア王ネブカドネツァルに仕えることに。

■誰も解き明かせなかった王の夢を
ダニエルが解き明かし、バビロンで高位に就く。

■王が建てた金の像への礼拝を拒んだ3人は、
燃えさかる炉から無傷で生還。
王は、イスラエルの神の力に驚嘆した。

前回までのあらすじ



Ⅰ. 賛歌 ダニエル書4章1～3節
空中庭園・想像図



賛歌 王からの呼びかけ ダニエル4:1
ネブカドネツァル王から、全地に住むすべて
の民族、国民、言語の者たちへ。あなたがた
に平安が豊かにあるように。

■4章は、王が王国全土に宛てた書簡。
書記を務めたのが、ダニエルだろう

賛歌



賛歌 王の喜びの知らせ ダニエル4:2
いと高き神が私に行われたしるしと奇跡*を知

らせることは、私の喜びとするところである。

＊王の書簡(4章)の重大なテーマ
■詩編40:9～10
私は大いなる会衆の中で義を喜び知らせます。
ご覧ください。私は唇を押さえません。
【主】よあなたはご存じです。私はあなたの
義を心の中におおい隠さずあなたの真実とあ
なたの救いを言い表します。 主への賛歌から

始まる書簡

賛歌



賛歌 永遠の王国 ダニエル4:3
そのしるしのなんと偉大なことよ。その奇
跡のなんと力強いことよ。その国は永遠に
わたる国、その主権は代々限りなく続く。

■詩編105:27(出エジプトを歌った)
｢彼らは人々の間で主の数々のしるしを行い
ハムの地でもろもろの奇跡を行った。｣
■詩編145:13(ダビデの賛歌)
｢あなたの王国は永遠にわたる王国。あなた
の統治は代々限りなく続きます。｣



■｢いと高き神｣への賛歌から始まる

■この｢神｣のしるしを知らせることが、喜び

■この神は、王を救った憐れみの神であり、
永遠の王国を治められる方である。

ダビデの詩編等の賛歌と同様の表現
背後に、書記ダビエルの信仰が透けるが、
あくまで、王の名による王の告白

ただごとではない、ネブカドネツァル王の書簡

王に何が
起こったのか？



Ⅱ. 王の夢 ダニエル書3章4～27節



警告 王の見た夢 ダニエル4:46
私ネブカドネツァルが私の家で心安らかに
過ごし*、私の宮殿で繁栄を極めていたとき、
私は一つの夢を見たが、それが私を恐れさ
せた*。私の寝床での、様々な幻想と頭に浮
かんだ幻が、私をおびえさせた*。
私は命令を下し、バビロンの知者をみな、
私の前に連れて来て、その夢の意味を告げ
させようとした。

＊遠征は集結。地上に敵なし。繁栄を謳歌。
＊率直な告白。王を恐れされる存在とは？



警告 ダニエル ダニエル4:7～8
呪法師、呪文師、カルデア人、占星術師た
ちが来たとき、私は彼らにその夢のことを話
したが、彼らはその意味を私に告げることが
できなかった。最後にダニエルが私の前に
来た*。彼の名は私の神の名にちなんで*ベル
テシャツァルと呼ばれ、彼には聖なる神の霊
があった。私はその夢を彼に話した。

＊王の公的書簡にヘブル名が記載、異例!!
最後が、“ダニエル(神は我が裁き主)”

＊この時点の王は、偶像礼拝者



警告 王の願い ダニエル4:9
「呪法師の長ベルテシャツァル*よ、私は、
聖なる神の霊がおまえにあり、どんな秘密
もおまえには難しくないことを知っている*。
私の見た夢の幻はこうだ。その意味を言っ
てもらいたい。｣

＊この時点での王の認識
神々の呪法師の中の優れた者

＊つぎはぎの像の夢解きをした、ダニエル
王には忘れようもないこと!!



警告 世界樹 ダニエル4:10～11
私の寝床で幻が頭に浮かんだ。私が眺めてい
ると、見よ、地の中央に木があった。それは
非常に高かった。
その木は生長して強くなり、その高さは天に
届いて、地の果てのどこからもそれが見えた。



警告 天からの者 ダニエル4:12～13
葉は美しく、実も豊かで、その木にはすべ
てのものの食べ物があった。その木陰では野
の獣が憩い、その枝には空の鳥が住み、すべ
ての肉なるものはそれによって養われた。
寝床で頭に浮かんだ幻の中で見ていると、
見よ、一人の見張りの者、聖なる者*が天か
ら降りて来るではないか。

＊他に用例なし。御使い(天使)だろう。
■全地を治める権威すら主に与えられた王が、
ネブカドネツァル王だったのだが…。



警告 御使いの命令 ダニエル4:14～15
彼は力強く叫んで、こう言った。
『その木を切り倒し、枝を切り払え。その葉
を振り落とし、実を投げ散らせ。獣をその下
から、鳥をその枝から追い払え。ただし、
その根株は、鉄と青銅の鎖をかけて、地に、
野の若草の中に残せ。天の露にぬれさせて、
地の青草を獣と分け合うようにせよ』



警告 宣言の趣旨 ダニエル4:16～17
『その心を、人間の心から変えて、獣の心を
それに与え、七つの時をその上に過ぎ行かせよ。
この宣言は見張りの者たちの決定によるもの、
この要請は聖なる者たちのことばによるもの。
これは、いと高き方が人間の国を支配し、これ
をみこころにかなう者に与え、また人間の中の
最も低い者をその上に立てる*ことを、いのち
ある者たちが知るためである。』

＊究極の王が、人となられた神の子メシア



警告 王の命 ダニエル4:18
｢私ネブカドネツァル王が見た夢とはこれだ。
ベルテシャツァルよ、おまえはその意味を
述べよ。私の国の知者たちはだれも、その
意味を私に告げることができない。しかし、
おまえにはできる。おまえには、聖なる神
の霊があるからだ。」



警告 ダニエルの動揺 ダニエル4:19
そのとき、ベルテシャツァルと呼ばれていた
ダニエルは、しばらくの間驚きすくみ、いろい
ろと思い巡らして動揺した。王は話しかけた。
「ベルテシャツァルよ、この夢とその意味のこ
とで動揺することはない。」ベルテシャツァル
は答えた。「わが主よ、どうか、この夢があな
たを憎む者たちに当てはまり、その意味があな
たの敵に当てはまりますように｣

■夢の意味を即座に理解し、動揺するダニエル



警告 王の象徴 ダニエル4:20～21
あなたがご覧になった木、すなわち、生長
して強くなり、その高さが天に届いて、地
のどこからも見え、葉が美しく実も豊かで、
すべてのものの食べ物があり、その下に野
の獣が住み、その枝に空の鳥が宿った木、
王よ、その木はあなたです。あなたは大き
くなって強くなり、あなたの偉大さは増し
加わって天に達し、あなたの主権は地の果
てにまで及んでいます。

■世界樹 世界帝国の王ネブカドネツァル



警告 主の命令 ダニエル4:23～24
しかし王は、一人の見張りの者、聖なる者が
天から降りて来てこう言うのをご覧になりま
した。『その木を切り倒して滅ぼせ。ただし、
その根株は、鉄と青銅の鎖をかけて、地に、
野の若草の中に残せ。彼を天の露にぬれさせ
て、七つの時がその上を過ぎ行くまで野の獣
と青草を分け合うようにせよ』
王よ、その意味は次のとおりです。これは、
わが主、王に届いた、いと高き方の決定*です。

＊天使が告げた夢は、天の神からのお達し



警告 王への裁き ダニエル4:25
｢あなたは人間の中から追い出され、野の獣
とともに住み、牛のように草を食べて、天
の露にぬれることになります。こうして、
あなたの上を七つの時*が過ぎ行き、ついに
あなたは、いと高き方が人間の国を支配し、
これをみこころにかなう者にお与えになる
ことを知るようになります。｣

＊7年間



警告 回心を迫る ダニエル4:26～27
｢木の根株は残せと命じられていますので、天が
支配するということをあなたが知るようになれば、
あなたの国はあなたのために堅く立つでしょう。
それゆえ、王よ、私の勧告を快く受け入れて、
正しい行いによってあなたの罪を除き、また貧し
い者をあわれんであなたの咎を除いてください。
そうすれば、あなたの繁栄は長く続くでしょう」

■この時点で悔い改めれば、王は裁きを免れた。
夢解きと奇跡で、すでに啓示は十分!!
ネブカドネツァル王に、三度目はない!!

神の主権を認め
ひれ伏すか？



Ⅲ. 裁きと回心 ダニエル書4章28～37節
バビロン・イシュタル門の復元模型



裁き 王の傲慢 ダニエル4:28～29
このことはみな*、ネブカドネツァル王の身に
起こった。
十二か月たって*、バビロンにある王の宮殿の
屋上を歩きながら、王はこう言っていた。
「この大バビロンは、王の家とするために、
また、私の威光を輝かすために、私が私の権
力によって建てた*ものではないか。」

＊夢の啓示は成就 (※エホバの証人は…)
＊十分な悔い改めの期間が与えられていた
＊極まった傲慢

バビロン・旧フセイン邸



裁き 天の声 ダニエル4:31～32
このことばがまだ王の口にあるうちに*、天か
ら声があった。「ネブカドネツァル王よ、あ
なたに告げる。国はあなたから取り去られた。
あなたは人間の中から追い出され、野の獣と
ともに住み、牛のように草を食べるようにな
り、こうしてあなたの上を七つの時が過ぎ行
き、ついにあなたは、いと高き方が人間の国
を支配し、これをみこころにかなう者にお与
えになることを知るようになる。」

＊主の裁きは、神の時が来れば速やかに下る。



裁き 王の病 ダニエル4:33
このことばは、ただちにネブカドネツァルの
上に成就した。彼は人の中から追い出され、
牛のように*草を食べ、そのからだは天の露に
ぬれて、ついに、彼の髪の毛は鷲のように、
爪は鳥のように伸びた。

＊獣化妄想の元祖(牛化はボアンソロピー)
…バビロンの主神マルドゥクは、牛の神

■人目につかないよう、宮殿内に匿われた？
ダニエルは、王に寄り添い、導いただろう。

マルドゥク神と竜ムシュシュ



回復 裁きの終焉 ダニエル4:34
その期間*が終わったとき、私ネブカドネ
ツァルは目を上げて天を見た。すると私に理
性が戻ってきた。
私はいと高き方*をほめたたえ、永遠に生き
る方*を賛美し、ほめたたえた。その主権は
永遠*の主権。その国は代々限りなく続く*。

＊“七つの時”…7年間の裁きの期間
＊永遠の王、世界の主権者なる神への賛美



回復 主の報い ダニエル4:35
地に住むものはみな、無きものと見なされる。
この方は、天の軍勢にも、地に住むものにも、
みこころのままに報いる。御手を差し押さえ
て、「あなたは何をされるのか」と言う者も
いない。

■終末の裁き(イザヤ65:5～6)
｢ これらは、わたしの怒りの煙、終日、燃え続
ける火である。
見よ、これはわたしの前に書かれている。わ
たしは黙っていない。必ず報いる。わたしは
彼らの懐に報いる。｣



回復 主の権威の内に ダニエル4:36
ちょうどそのとき私に理性が戻り、私の王国
の栄光*のために、私の威光と輝き*が私に
戻ってきた。私の顧問や貴族たちに求められ
て、私は王位*に戻り、こうして絶大な権威が
私に加えられた。

＊バビロニア王の権威は、すべて主が与えた

バビロン・イシュタル門



回復 天の王への賛美 ダニエル4:37
今、私ネブカドネツァルは、天の王を賛美し、
あがめ、ほめたたえる。そのみわざはことご
とく真実であり、その道は正義である。また、
高ぶって歩む者をへりくだらせる*ことのでき
る方である。

＊身をもって王が経験させられたこと
■主への賛美で始まり、賛美で終わる書簡

王自身の証し
主にささげ、全国民に告げ知らせた



■イザヤ書11:1～5
エッサイの根株から新芽が生え、その根から若枝が出て実を結ぶ。
その上に【主】の霊がとどまる。それは知恵と悟りの霊、思慮と力
の霊、【主】を恐れる、知識の霊である。
この方は【主】を恐れることを喜びとし、その目の見るところに
よってさばかず、その耳の聞くところによって判決を下さず、
正義をもって弱い者をさばき、公正をもって地の貧しい者のために
判決を下す。口のむちで地を打ち、唇の息で悪しき者を殺す。
正義がその腰の帯となり、真実がその胴の帯となる。

正義と真実のメシア



Ⅳ． まとめと適用 愛と義の神をほめたたえよう
ユーフラテス川



■唯一の神への賛美で始まり、賛美で終わる。

■王個人が体験した裁きと回復。傲慢とへりくだり。 証し

■7年間の裁きの期間も、神が王を守られた。 人の目には奇跡

■主に遣わされたダニエルが、王と寄り添い、導いただろう
おそらくは、この証しを記し、告白することも

ネブカドネツァル王の書簡



■王は救われた？ もちろん、絶対にそうとは言い切れないが…

■でなかったら、こんな書簡は残されていない
あるいは、裁きの記述で終わっている

■イスラエルの王でも希な、悔い改めと回心の証し
たたえられるのは、天地を歴史を支配される唯一の神

ネブカドネツァル王は救われたのか？



■王に与えられた権威は、黄金に例えられる最高のもの
究極の権威は、主の栄光を帯びたメシアにある

■王は、低くされ、へりくだり、再び高く上げられた。
メシアは、人となり、十字架で死んで復活し、昇天した

■王がたたえたのは、永遠の王国を治める天の王
永遠の王国を統治する王の王こそ、再臨のメシア

ネブカドネツァル王とメシアの影



■詩編145:1～3

〈ダビデの詩編〉
私の神 王よ 私はあなたをあがめます。
あなたの御名を 世々限りなくほめたたえます。
日ごとにあなたをほめたたえ
あなたの御名を世々限りなく賛美します。
【主】は大いなる方。大いに賛美されるべき方。
その偉大さは 測り知ることもできません。

ダビデの詩編145編



■詩編145:4～7

代は代へとあなたのみわざをほめ歌い
あなたの大能のわざを告げ知らせます。
私は あなたの主権の栄光の輝き
あなたの奇しいみわざを語り伝えます。
人々はあなたの恐ろしいみわざの力を告げ
私はあなたの偉大さを語ります。
人々はあなたの豊かないつくしみの思い出を
あふれるばかりに語り あなたの義を高らかに歌います。

ダビデの詩編 145編



■詩編145:8～10

【主】は情け深く あわれみ深く
怒るのに遅く 恵みに富んでおられます。
【主】は すべてのものにいつくしみ深く
そのあわれみは 造られたすべてのものの上にあります。
【主】よ あなたが造られたすべてのものは あなたに感謝し
あなたにある敬虔な者たちは あなたをほめたたえます。
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■詩編145:11～13

彼らはあなたの王国の栄光を告げ
あなたの大能のわざを語ります。
こうして人の子らに 主の大能のわざと
主の王国の輝かしい栄光を知らせます。
あなたの王国は 永遠にわたる王国。
あなたの統治は 代々限りなく続きます。
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■詩編145:14～16

【主】は倒れる者をみな支え
かがんでいる者をみな起こされます。
すべての目はあなたを待ち望んでいます。
あなたは 時にかなって 彼らに食物を与えられます。
あなたは御手を開き 生けるものすべての願いを満たされます。
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■詩編145:17～19

【主】は ご自分のすべての道において正しく
そのすべてのみわざにおいて恵み深い方。
主を呼び求める者すべて
まことをもって主を呼び求める者すべてに
【主】は近くあられます。
また 主を恐れる者の願いをかなえ
彼らの叫びを聞いて 救われます。
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■145:20～21

すべて主を愛する者は【主】が守られます。
しかし 悪しき者はみな滅ぼされます。
私の口が【主】の誉れを語り
すべて肉なる者が聖なる御名を世々
限りなくほめたたえますように。

ダビデの詩編145編



■7年の裁きを経て回心に導かれた、ネブカドネツァル王。
終末の7年の艱難は、イスラエルと諸国の民を回心に導く。

■罪を認め、福音を信じて救われたなら、主を賛美して歩むだけ。
主の主権に信頼し、主の救いの証し人として遣わされよう。
福音を告げ知らせ、救いの恵みの喜びを伝えていこう。

■御言葉の学びをさらに深め、主の約束への信頼を固めつつ、
世がどうあろうと揺るぎない、御国のゴールに向かっていこう。

★ 主を賛美しつつ歩もう ★

永遠の王国の主権者たる主イエスをほめたたえよう!!



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

主が私をへりくだらせ、救いの恵みに預からせてくださいました。
日々、謙遜に、主の御言葉に聞き従っていくことができますように。
主権は王なる神にあり、主の約束は揺らぐことがありません。
永遠の神の王国を目指し、平安と喜びの内に遣わしてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

し

みっかめ しん

こかみ

てん とう つみ

しゅ いのな

よろこ

したが

おう しゅ

ひび

すくわたし めぐ あず

おうこく

しゅ

ゆやくそく

めざ

き

へいあん

けんそん みことば

しゅけん

えいえん うち

しゅ

かみ

かみ つか


